
    

 



 

 

ミシガン大学  創立 1817年  (共学1870年） 

• ３キャンパス Ann Arbor, Flint, Dearborn.  

• 学生数 51,000  教員数  5,600   

• 学部授業数 5,500  

• Afganistan から Zimbabwe まで、 100 カ国以上からの留学生 

 



 
UM Library (Hatcher Graduate, Asia, Undergraduate, Special collection, 

Map, Science, Media, Chemistry, Music, Art & Engineering, Fine art, Health Science), Business Library, Law Library,  
Bentley Historical library, Ford Library.  

                                                   
                                                         2012-2013 

     
                                                         Collection : 12,219,189  volumes     

                                          
                       日本語蔵書 307,566 冊 （３％） 

 
                               （ＯＣＬＣ２０１２年統計 国会図書館  9,698,593冊） 

 
   書籍貸し出し件数                     書籍貸し出し件           911,509 件                                                               

                                                             電子ジャーナルダウンロード回数      7,947,213  回 (8.7倍） 
                    

 
                                                                         ILL provide                             56,437 件                     

                                                                        ILL received                            54,692 件   GIF を含む 
 

                                                           リファレンス    90,542 件 前年度より減少 
                

                                                                        専門職 158 人    (研究司書 70人） 
                           テクニカルサポート職  299 人 
                           学生アシスタント         95 人 

 
                                             人件費     $ 27,918,085      

                                                                               資料                  $ 21,443,526   （日本語資料予算は２％） 
  

STEM - Science, Technology, Engineering, Medicine  ＢＩＧ ＤＥＡＬによる電子資料購入 
 

Demand Driven Acquisition DDA の導入 => 司書の役割の変化 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
              
               

 
 
                                               



 

 
教育と研究のグローバル化、様々な分野による協同研究  
 
 
• 9.11 の教訓 「異文化を理解できる世界市民の育成」ー大学の使命と教育理念になる 

 
• ヨーロッパ、アジアの研究者 ー アメリカの研究者との協同研究を望む 

 
• 主要データベース によって アメリカでの研究が 世界的に よく知られている 

 
        京都の路地裏にある老舗 ｖｓ 有名店が集中するニューヨーク５番街にあるユニクロ     
 
• ＩＴにより遠距離でも協同研究（digital scholarship)が可能になる 
 
• 米国 人文系への助成金削減  ->  海外との研究協力歓迎 

 
• 米国の人文・社会科学研究予算  図書館予算  削減されたとはいえ、他国と比べると依然と多い        

 
   図書館による研究支援がある  Digital  Scholarship （データ管理・出版）を支える基盤が充実 
 
• アカデミズムの｛政治学｝  共同執筆者となり主要ジャーナルにデビュー   

 
    “メインストリーム” に食い込んでいこうとするアジアの研究者  
 
  

 
研究と教育の傾向  （人文社会科学）   
Interdisciplinary,  Diversity,  Globalization, Digital scholarship – Big data   
 



 
 
 
 
 
 
              
  
 
 
                                                                                                                                                                                      

 

 
 

    
   データ共有計画がなければ、 助成金無し No deposit, No grant ! 

  
   共有しなければ、論文掲載なし No deposit, No publish in major academic journals.   

         American Association of political science, American Sociological Association  
 

   Publish or Perish 発表せよ、さもなくば滅びよ    
 

           引用数    どれだけ重要な研究なのか   研究者としての確立   
 

           論文が注目される、アクセスされやすい環境を整備する 

 
 

変化する図書館サービス   
（必要とされる図書館・専門職員として 持続的発展する） 

 

電子化資料の増加 
Digital Scholarship、Big Data 

人文学への財政支援減少 
(軍備・不況・反知性主義）  

  研究条件・環境の変化  利用し生成したデータの共有を前提にするデータ管理・公開が義務化 



 
変化する図書館サービス   

（必要とされる図書館・専門職員として 持続的発展する） 

 １９９０年代後半ー２０００年代 
 
学習支援と知識の創造の場として図書館 – Learning  Commons,情報リテラシー教育、 
 
２００５年くらいから  Research Commons   
 
知の創造としての「場」としての図書館空間 
 
      多様な学習・研究スタイルにあう空間、知的な創造を活性化するを提供する 
 

Research libraries 総合大学・研究大学     学生・研究者 －  Subject librarians   
 
• 新しいタイプの研究支援ライブラリアン Learning / research design specialist,  
                                                                              Data librarian / Visualization  librarian  
• 創造された知識を保存・発信するサービス   -   情報基盤の整備   
  データアーカイブ、 オープンアクセス, 出版の支援 
 

• Ｄｅｅｐ Ｂｌｕｅ Ｄａｔａ （ミシガン大学図書館 デジタル研究支援基盤） 
 
  テキスト（ＰＤＦ）だけでなく、データテキスト、メディアも保存活用できるデータ保存基盤 

 



 
 Bioinformatics 
 
 １００人以上の日本人医学関係者がＵＭ医学部でPost Doctoral 研究、 

インターン、臨床医として活躍  

なぜ、ミシガン大学に？ 

  

既存のコネクション 

 

ＰＵＢＭＥＤ検索を通じて 

研究者を探した 

 

 

 

 

科学、技術、工学、医学の世界は世界基準が確立されており、 

日本人も既にグローバルに活躍、ノーベル賞受賞 

日本での人文研究は世界から研究者を惹きつけているだろうか？ 

 学会ジャーナルが世界からアクセス可能になることが必須！ 

http://www.ccmb.med.umich.edu/


 スーパーグローバル化を計画する日本への示唆は？ (人文・社会科学） 

 

「路地裏から ５番街へ」 

            アクセスの改善 ー世界の（トップクラス）留学生・研究者を惹きつける 

   

• One place で検索ができるところにまとめる － Cinii, J-Stage, Discovery Tool 

                                日本版Europeana？ 

 

• グローバル協同研究のホスト校になる   

                             国際協同研究 例  Minority at Risk                  http://www.cidcm.umd.edu/mar/ 

 

 

  主導権を握る、大学のプロモーション のためには －  

 

  デジタル人文学に利用できる資料・データアーカイブ・オープンアクセスの保証 

 

  協同研究者 ・ 日本の大学在の研究者が公的助成金を受け、世界基準の学会誌で 

  出版できる条件を満たす情報基盤整備が必須   

 

人文学的責任 Humanism ー 日本は人類社会が経験することを先行体験 （原爆 高齢化 
少子化 環境 原発。。。。） 

  日本の経験と知見の共有を、なによりも、 世界は必要とし、期待している  

 

 

http://www.cidcm.umd.edu/mar/
http://www.cidcm.umd.edu/mar/


Research Cycle 例ー「日本人の投票行動と世論」 

研究司書・
Selector 

修士論文 
博士論文（Proquest Database デポジット義務化） 

 

Ｄｅｅｐ Ｂｌｕｅ Ｄａｔａ 

論文執筆 

分析、発見、 
概念構築 

「投票行動と
世論の関係
を調べる」 

講義・宿題・試
験・論文作成 

「時事世論調
査特報」 
（紙版） 

論文 
＋ 

 

日本より購入 

ライティング・
センター 

Data / GIS / 
Visualization 

librarians 
Library 

相談 

相談 



ORCID の例 

Dr. Robert Scott 

0000-0003-2573-533X  

 

研究者名で検索すると 

図書館が契約しているデータベースの論
文にはフルテキストで瞬時アクセスできる 

 

執筆論文の一覧へ 



 







Discovery Tools 

中国 – 非常に多数のデータベース 

  多すぎるので図書館（司書）が選択してすべてを含まない             

 

韓国 – 多数 

 

日本 – Japan Knowledge,  Cinii articles、 
      国会図書館書誌データ、近代デジタルライブラリー 

      ＫＵＲＥＮＡＩ？ 

    （偶然に見つけることもある、多くの貴重デジタル資料） 

 

 

 

 





           
４１１ 教育機関, １,７８９ 人日本研究者 （2012年国際交流基金調査） 
                  11% (44)の機関にのみ日本・東アジア研究司書の補佐がある 
 

(Directory of Japan specialists and Japanese studies institutions in the United States and Canada : Japanese studies in the 
United States / The Japan Foundation, 2012)    # Fiscal budget 2009-2010 compiled by the Council of East Asia Libraries 
Statistic Committee 

 



日本語を学びたい 
日本を理解したい 
研究したい 

 
研究教育者・ 
多国籍の学生 

図書館・司書の役割 

グローバル人材を求
める日本・世界企業 

Image/Fantasy/Information 
Sakura-Con Seattle 
2012年 ２万２１４人参加者 ６％増加 

 

Cool Japan  
インフォメーション 

Real Japan 
 知識    教育 

work 

travel 

study 

日本語リソースへのアクセス・リテラシー教育 

日本に理解のある良
質な人材を求める 
海外の日系企業 
トヨタ、ユニクロ…. 

世界平和に必要な異文化理解と
適応力のある人間 

情報・知識と人とをつなぎ、 
人を、世界をより豊かにする 



 



 
 

日本研究 人文学研究の中心？ 

 
京都大学  国際日本文化研究センター  立命館アートリサーチセンター 。。。。 

 

すべては京都に、そして京都から世界へ 
  

世界の日本研究者が集まる 
 

世界基準の情報基盤整備と発信を！ 


